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歳入歳出決算 を認定歳入歳出決算 を認定歳入歳出決算 を認定

2R2. 11. 1

一般会計７３億6,567万円

歳入
77億3,479万円

町民税、固定資産税
前年度比5,561万円増

特別会計や基金からの繰入
前年度比8,922万円増

国や銀行から
の借入金
前年度比
6,116万円増

行政格差をなくすため、
国が交付
前年度比7,228万円増

その他（環境性能割交付金等）
1億602万円（1.3％）
その他（環境性能割交付金等）
1億602万円（1.3％）

町税
２3億１,353万円
（２9.9％）

町税
２3億１,353万円
（２9.9％）

繰入金
５億248万円
（6.5％）

繰入金
５億248万円
（6.5％）

自主財源
（46.4％）依存財源

（53.6％）

町債
5億8,214万円
（7.５％）

町債
5億8,214万円
（7.５％）

県支出金
5億4,353万円
（7.0％）

県支出金
5億4,353万円
（7.0％）

地方消費税交付金
3億3,401万円
（4.3％）

地方消費税交付金
3億3,401万円
（4.3％）

地方譲与税
８,269万円
（１.1％）

地方譲与税
８,269万円
（１.1％）

国庫支出金
４億1,560万円（５.4％）

国庫支出金
４億1,560万円（５.4％）

地方交付税
２0億8,271万円
（２7.0％）

地方交付税
２0億8,271万円
（２7.0％）

諸収入
２億4,129万円（3.1％）

諸収入
２億4,129万円（3.1％）
寄附金

１億4,352万円（1.9％）
寄附金

１億4,352万円（1.9％）

その他（分担金及び負担金、繰越金等）
3億8,727万円（5.0％）
その他（分担金及び負担金、繰越金等）
3億8,727万円（5.0％）

●　小学校普通教室空調機器設置事業

●　中学校普通教室空調機器設置事業

●　豊浜防災拠点施設整備事業（旧潮蔵）

●　海っ子バス購入事業

●　新学校給食センター整備事業（実施設計委託等）

１億１，５１１万円

５，５３２万円

５，９８０万円

２，４４２万円

１，９９３万円

主な実施事業

3 R2. 11. 1

歳入歳出決算 を認定歳入歳出決算 を認定歳入歳出決算 を認定
道路などの整備・
維持にかかるお金

町債として借
りたお金の返
済など

ごみ処理、予防
接種、健診など
にかかるお金 税金の賦課徴収、戸籍や住民登録、

防災、交通安全などにかかるお金

歳出
73億6,567万円

一 般 会 計
国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

漁業集落排水事業

師崎港駐車場事業

特別会計

会計区分

水道事業会計（収益的収支）
　　　　　　（資本的収支）

７７億３，４７９万２千円

２９億６，７９３万８千円

２億５，８５９万５千円

２０億　９０１万４千円

　９，２３０万６千円

　１億１，８６０万６千円

７億６，３８９万３千円

１億３，０１６万１千円

歳入額

７３億６，５６７万３千円

２９億４，６７５万８千円

２億５，３４５万６千円

１９億４，５１６万９千円

　８，４０８万７千円

　１億　３６９万６千円

７億2，706万0千円

５億４，５６６万６千円

歳出額

小・中学校の維持管理や
スポーツ推進などにかか
るお金

高齢者・障がい者
福祉や保育所、児
童手当などにかか
るお金

民生費
２2億780万円
（30.０％）

民生費
２2億780万円
（30.０％）

教育費
9億2,823万円
（１2.6％）

教育費
9億2,823万円
（１2.6％）

総務費
１2億4,611万円
（１6.９％）

総務費
１2億4,611万円
（１6.９％）

衛生費
9億1,595万円
（１２.４％）

衛生費
9億1,595万円
（１２.４％）

公債費
5億5,102万円
（７.5％）

公債費
5億5,102万円
（７.5％）

消防費
５億６,829万円
（7.７％）

消防費
５億６,829万円
（7.７％）

農林水産業費
４億1,756万円
（５.7％）

農林水産業費
４億1,756万円
（５.7％）

その他
789万円
（０.1％）

その他
789万円
（０.1％）

議会費
８,401万円
（１.1％）

議会費
８,401万円
（１.1％）

商工費
１億6,875万円
（2.3％）

商工費
１億6,875万円
（2.3％）

土木費
2億7,00６万円（3.7％）

土木費
2億7,00６万円（3.7％）

令和元年度　一般会計
特別会計　水道事業会計
令和元年度　一般会計
特別会計　水道事業会計
令和元年度　一般会計
特別会計　水道事業会計
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石
垣
菊
蔵

服
部
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男

吉
原
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治
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片
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内
田
　保

松
本
　保

山
本
優
作

結 果件　　　　名
石
黒
充
明

榎
戸
陵
友

一般会計 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

国民健康保険特別会計 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

後期高齢者医療特別会計 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
　案

工事請負契約の締結について（内海保育
所増築及び外部改修工事） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事請負契約の締結について（大井漁港
港整備交付金工事） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事請負契約の締結について（南知多町
新学校給食センター建設工事） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事請負契約の締結について（南知多町
新学校給食センター厨房設備工事） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

財産の購入について（海っ子バス（中型
バス）１台） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和２年度南知多町一般会計補正予算
（第７号）　　　　　　　　□←P6 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

石
垣
菊
蔵

服
部
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男

吉
原
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治

鈴
木
浩
二

片
山
陽
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小
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完
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内
田
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松
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山
本
優
作

結 果件　　　　名
石
黒
充
明

榎
戸
陵
友

令
和
元
年
度
決
算
認
定

８月臨時会８月臨時会
８月臨時議会は8月７日の1日間の会期で開催し、「工事請負契約の締結について（内海保育
所増築及び外部改修工事）」始め議案６件を審議し、可決しました。採決の結果は、以下のと
おりです。

※　○は賛成、×は反対。議長（藤井満久）は採決に加わらない。

９月定例会９月定例会
９月定例議会は９月８日から２５日（１８日間）の会期で開催し、令和元年度一般会計決算
認定始め認定議案７件、議案８件、請願２件及び意見書２件を審議しました。
採決の結果は、以下のとおりです。
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介護保険特別会計 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

漁業集落排水事業特別会計 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

師崎港駐車場事業特別会計 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

水道事業会計 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般会計（第９号）　　　　　□←P6 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国民健康保険特別会計（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

後期高齢者医療特別会計（第1号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

介護保険特別会計（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般会計（第１０号）　　　　□←P6 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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令
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議
　
案

請
　
願

意
見
書

令
和
２
年
度
補
正
予
算

専決処分の承認を求めることについて　
一般会計（第８号） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

財産の購入について
（学習用タブレット端末機器　１，１５７台） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町手数料条例の一部を改正する条
例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

定数改善計画の早期策定・実施と義務教
育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求め
る請願

採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

日本政府に対し「核兵器禁止条約」への
署名・批准を求める意見書の採択を求め
る請願

不採択 × × × × × × ○ × × × ×

定数改善計画の早期策定・実施と義務教
育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求め
る意見書

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う
地方財政の急激な悪化に対し地方税財源
の確保を求める意見書

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※　○は賛成、×は反対。議長（藤井満久）は採決に加わらない。
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石
垣
菊
蔵

服
部
光
男

吉
原
一
治

鈴
木
浩
二

片
山
陽
市

小
嶋
完
作

内
田
　保

松
本
　保

山
本
優
作

結 果件　　　　名
石
黒
充
明

榎
戸
陵
友

一般会計 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

国民健康保険特別会計 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

後期高齢者医療特別会計 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
　案

工事請負契約の締結について（内海保育
所増築及び外部改修工事） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事請負契約の締結について（大井漁港
港整備交付金工事） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事請負契約の締結について（南知多町
新学校給食センター建設工事） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事請負契約の締結について（南知多町
新学校給食センター厨房設備工事） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

財産の購入について（海っ子バス（中型
バス）１台） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和２年度南知多町一般会計補正予算
（第７号）　　　　　　　　□←P6 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

石
垣
菊
蔵

服
部
光
男

吉
原
一
治

鈴
木
浩
二

片
山
陽
市

小
嶋
完
作

内
田
　保

松
本
　保

山
本
優
作

結 果件　　　　名
石
黒
充
明

榎
戸
陵
友

令
和
元
年
度
決
算
認
定

８月臨時会８月臨時会
８月臨時議会は8月７日の1日間の会期で開催し、「工事請負契約の締結について（内海保育
所増築及び外部改修工事）」始め議案６件を審議し、可決しました。採決の結果は、以下のと
おりです。

※　○は賛成、×は反対。議長（藤井満久）は採決に加わらない。

９月定例会９月定例会
９月定例議会は９月８日から２５日（１８日間）の会期で開催し、令和元年度一般会計決算
認定始め認定議案７件、議案８件、請願２件及び意見書２件を審議しました。
採決の結果は、以下のとおりです。
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介護保険特別会計 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

漁業集落排水事業特別会計 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

師崎港駐車場事業特別会計 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

水道事業会計 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般会計（第９号）　　　　　□←P6 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国民健康保険特別会計（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

後期高齢者医療特別会計（第1号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

介護保険特別会計（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般会計（第１０号）　　　　□←P6 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

石
垣
菊
蔵

服
部
光
男

吉
原
一
治

鈴
木
浩
二

片
山
陽
市

小
嶋
完
作

内
田
　
保

松
本
　
保

山
本
優
作

結 果件　　　　名
石
黒
充
明

榎
戸
陵
友

令
和
元
年
度
決
算
認
定

議
　
案

請
　
願

意
見
書

令
和
２
年
度
補
正
予
算

専決処分の承認を求めることについて　
一般会計（第８号） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

財産の購入について
（学習用タブレット端末機器　１，１５７台） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町手数料条例の一部を改正する条
例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

定数改善計画の早期策定・実施と義務教
育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求め
る請願

採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

日本政府に対し「核兵器禁止条約」への
署名・批准を求める意見書の採択を求め
る請願

不採択 × × × × × × ○ × × × ×

定数改善計画の早期策定・実施と義務教
育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求め
る意見書

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う
地方財政の急激な悪化に対し地方税財源
の確保を求める意見書

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※　○は賛成、×は反対。議長（藤井満久）は採決に加わらない。
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意見書 全員賛成で可決

新型コロナウイルス感染症対策支援一覧（抜粋）

可決日 事業費（千円）事業名

８月７日　可　決

一般会計補正予算
(第７号)

９月25日　可　決

一般会計補正予算
(第９号)

55,000 

74,667 

3,114 

150 

4,400 

43,320 

47,438 

5,000 

1,946 

宿泊促進補助事業

児童生徒1人1台タブレット整備事業

小中学校就学旅行等キャンセル料補助金

固定資産税の軽減措置に関する説明会事業

「新生活様式」対応暮らしの便利帳制作事業

オンライン会議環境等構築事業

水産業競争力強化施設緊急整備事業費補助金

観光振興補助事業

保育環境改善事業

  

可決日 事業費（千円）事業名

9月25日 可　決

一般会計補正予算
（第10号）

12,345 高齢者インフルエンザ予防接種事業

注目！

定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫
負担制度の堅持及び拡充を求める意見書

〔趣旨〕
　子どもたちが全国どこに住んでいても，機会均等に一定
水準の教育を受けられることは憲法上の要請です。しかし，
三位一体改革により，義務教育費国庫負担制度の国庫負担
率は，２分の１から３分の１に引き下げられたままであり，
自治体の財政は圧迫されています。教育の機会均等と水準
確保のために，義務教育費国庫負担制度の堅持とともに，
国庫負担率を２分の１へ復元することは，国が果たさなけ
ればならない大きな責任の一つです。
　つきましては，少人数学級のさらなる拡充を含めた定数
改善計画の早期策定・実施と，義務教育費国庫負担制度の
堅持とともに，国庫負担率２分の１への復元にむけて，意
見書を提出します。

　〔提出先〕
　内閣総理大臣、内閣官房長官、文部科学大臣、財務大臣、
総務大臣

　令和２年９月２５日
愛知県知多郡南知多町議会　

新型コロナウイルス感染症対策の影響に伴う地方
財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求め
る意見書

〔趣旨〕
　新型コロナウイルス感染症の拡大は、甚大な経済的・社
会的影響をもたらしており、国民生活への不安が続いてい
る中で、地方税・地方交付税等の一般財源の激減が避けが
たくなっている。
　地方自治体は、福祉・医療、教育・子育て、防災・減災、
地方創生、地域経済活性化、雇用対策など喫緊の財政需要
への対応をはじめ、長期化する感染症対策にも迫られ、今
後の地方財政は、かつてない厳しい状況になることが予想
される。
　よって、地方財政の急激な悪化に対し、地方税財源の確
保を求めるため意見書を提出します。

　〔提出先〕
　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総
務大臣、厚生労働大臣、経済産業大臣、内閣官房長官、経
済再生担当大臣、まち・ひと・しごと創生担当大臣
令和２年９月２５日

愛知県知多郡南知多町議会　
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９
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意見書 全員賛成で可決

新型コロナウイルス感染症対策支援一覧（抜粋）

可決日 事業費（千円）事業名

８月７日　可　決

一般会計補正予算
(第７号)

９月25日　可　決

一般会計補正予算
(第９号)

55,000 

74,667 

3,114 

150 

4,400 

43,320 

47,438 

5,000 

1,946 

宿泊促進補助事業

児童生徒1人1台タブレット整備事業

小中学校就学旅行等キャンセル料補助金

固定資産税の軽減措置に関する説明会事業

「新生活様式」対応暮らしの便利帳制作事業

オンライン会議環境等構築事業

水産業競争力強化施設緊急整備事業費補助金

観光振興補助事業

保育環境改善事業

  

可決日 事業費（千円）事業名

9月25日 可　決

一般会計補正予算
（第10号）

12,345 高齢者インフルエンザ予防接種事業

注目！

定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫
負担制度の堅持及び拡充を求める意見書

〔趣旨〕
　子どもたちが全国どこに住んでいても，機会均等に一定
水準の教育を受けられることは憲法上の要請です。しかし，
三位一体改革により，義務教育費国庫負担制度の国庫負担
率は，２分の１から３分の１に引き下げられたままであり，
自治体の財政は圧迫されています。教育の機会均等と水準
確保のために，義務教育費国庫負担制度の堅持とともに，
国庫負担率を２分の１へ復元することは，国が果たさなけ
ればならない大きな責任の一つです。
　つきましては，少人数学級のさらなる拡充を含めた定数
改善計画の早期策定・実施と，義務教育費国庫負担制度の
堅持とともに，国庫負担率２分の１への復元にむけて，意
見書を提出します。

　〔提出先〕
　内閣総理大臣、内閣官房長官、文部科学大臣、財務大臣、
総務大臣

　令和２年９月２５日
愛知県知多郡南知多町議会　

新型コロナウイルス感染症対策の影響に伴う地方
財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求め
る意見書

〔趣旨〕
　新型コロナウイルス感染症の拡大は、甚大な経済的・社
会的影響をもたらしており、国民生活への不安が続いてい
る中で、地方税・地方交付税等の一般財源の激減が避けが
たくなっている。
　地方自治体は、福祉・医療、教育・子育て、防災・減災、
地方創生、地域経済活性化、雇用対策など喫緊の財政需要
への対応をはじめ、長期化する感染症対策にも迫られ、今
後の地方財政は、かつてない厳しい状況になることが予想
される。
　よって、地方財政の急激な悪化に対し、地方税財源の確
保を求めるため意見書を提出します。

　〔提出先〕
　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総
務大臣、厚生労働大臣、経済産業大臣、内閣官房長官、経
済再生担当大臣、まち・ひと・しごと創生担当大臣
令和２年９月２５日

愛知県知多郡南知多町議会　
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◆
令
和
元
年
度
一
般
会
計
歳
入

　
歳
出
決
算
認
定

　
学
校
支
援
者
補
償
保
険
を
適

　
　
用
し
た
事
故
件
数
は
何
件
あ
っ

た
か
。

　
０
件
で
あ
る
。

　
尾
州
廻
船
主
内
田
家
の
啓
発

　
　
グ
ッ
ズ
を
製
作
し
て
い
る
が
、

か
か
っ
た
経
費
に
見
合
う
収
入
は

あ
る
の
か
。

　
グ
ッ
ズ
の
売
上
収
入
は
、
制

　
　
作
に
か
か
っ
た
総
経
費
よ
り

少
額
と
な
っ
て
い
る
。

　
学
校
給
食
の
賄
材
料
費
の
う

　
　
ち
、
発
注
先
で
あ
る
県
学
校

給
食
会
に
係
る
支
出
の
割
合
は
、

全
体
の
ど
れ
く
ら
い
か
。

　
支
出
は
、
約
３
千
４
０
０
万

　
　
円
で
全
体
の
お
よ
そ
半
分
の

割
合
で
あ
る
。

　
一
般
会
計
か
ら
国
民
健
康
保

　
　
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の

そ
の
他
分
５
千
５
３
３
万
２
千
円

の
う
ち
住
民
負
担
軽
減
分
３
千
５

０
０
万
円
を
除
い
た
残
り
の
２
千

３
３
万
２
千
円
の
内
容
は
何
か
。

　
子
ど
も
医
療
な
ど
の
福
祉
医

　
　
療
施
策
に
よ
り
、
個
人
の
医

療
費
自
己
負
担
分
を
助
成
し
た
場

合
、
国
及
び
県
か
ら
の
交
付
金
が

削
減
さ
れ
る
た
め
、
こ
の
削
減
分

を
補
填
す
る
た
め
の
繰
出
金
で
あ

る
。　

生
活
環
境
改
善
事
業
で
Ｅ
Ｍ

　
　
活
性
液
を
生
産
し
て
い
る
が
、

そ
の
効
果
は
ど
の
よ
う
に
検
証
し

て
い
る
の
か
。
平
成
30
年
度
ま
で

行
っ
て
い
た
河
川
へ
の
投
入
を
や

め
て
苦
情
な
ど
は
な
い
か
。
今
後

も
河
川
へ
の
投
入
は
行
わ
な
い
の

か
。　

効
果
に
つ
い
て
は
、
平
成
30

　
　
年
度
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
っ
た
結
果
、
ぬ
め
り
が
取
れ
た
、

臭
い
が
減
っ
た
と
の
回
答
が
多
く

あ
っ
た
た
め
、
役
場
環
境
課
等
の

窓
口
で
の
配
布
を
継
続
し
て
行
っ

て
い
る
。
河
川
へ
の
投
入
を
中
止

し
た
後
の
苦
情
は
な
い
。
今
後
の

河
川
へ
の
投
入
に
つ
い
て
は
、
今

の
と
こ
ろ
予
定
し
て
い
な
い
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金
の

　
　
内
訳
は
、
全
て
人
件
費
の
補

助
か
。

　
事
務
局
７
人
分
の
人
件
費
の

　
　
他
に
、
福
祉
団
体
の
助
成
等
、

他
事
業
の
委
託
金
等
も
含
ま
れ
て

い
る
。

　
障
が
い
者
通
所
施
設
歯
科
健

　
　
診
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
、

健
診
結
果
で
通
所
者
に
虫
歯
が
あ
っ

た
場
合
の
治
療
に
対
す
る
対
応
は

あ
る
の
か
。

　
知
多
郡
歯
科
医
師
会
南
部
会

　
　
が
行
う
歯
科
健
診
事
業
に
つ

い
て
、
補
助
を
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
治
療
に
対
す
る
補
助
は
行
っ

て
い
な
い
。

◆
令
和
元
年
度
国
民
健
康
保
険

　
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　
決
算
額
が
黒
字
で
、
令
和
元

　
　
年
度
も
県
の
財
政
安
定
化
基

金
か
ら
の
借
入
金
が
あ
る
が
、
こ

れ
を
除
い
た
場
合
は
ど
う
な
の
か
。

　
令
和
元
年
度
収
支
で
は
、
２

　
　
千
１
１
８
万
円
の
黒
字
で
、

財
政
安
定
化
基
金
借
入
金
は
２
千

万
円
で
あ
る
た
め
、
借
入
金
を
除

い
て
も
１
１
８
万
円
の
黒
字
と
な

る
。
し
か
し
、
平
成
30
年
度
に
３

千
５
０
０
万
円
の
借
入
金
が
あ
り
、

そ
の
繰
越
金
が
令
和
元
年
度
収
支

に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
繰
越
金

を
除
く
と
赤
字
に
な
る
。

◆
令
和
元
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　
特
別
徴
収
保
険
料
現
年
度
分

　
　
の
収
納
率
が
１
０
０
％
を
超

え
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
　

委
員
会
ス
ポ
ッ
ト

委
員
会
ス
ポ
ッ
ト

決
算
関
係

文
教
厚
生
委
員
会
９
月
14
日

文
教
厚
生
委
員
会
９
月
14
日

問問問 答答

問問 答答答

問問 答

問問 答 答
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決
算
関
係

条
例
関
係

予
算
関
係

　
　
資
格
喪
失
に
よ
り
保
険
料
が

　
　
還
付
と
な
っ
た
が
、
出
納
閉

鎖
ま
で
に
還
付
先
が
判
明
せ
ず
、

還
付
未
済
と
な
っ
た
も
の
が
あ
る

た
め
で
あ
る
。

◆
令
和
元
年
度
介
護
保
険
特
別

　
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　
介
護
給
付
費
準
備
基
金
は
、

　
　
次
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

お
い
て
、
全
額
投
入
さ
れ
る
の
か
。

　
介
護
保
険
事
業
運
営
の
安
定

　
　
の
た
め
に
適
正
な
投
入
額
を

計
画
し
、
介
護
保
険
運
営
協
議
会

に
諮
り
決
定
す
る
。

◆
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正

　
予
算
（
第
９
号
）

　
老
人
保
護
施
設
入
所
者
徴
収

　
　
金
の
算
定
根
拠
は
。

　
老
人
保
護
措
置
費
の
費
用
徴

　
　
収
基
準
に
基
づ
き
、
前
年
の

対
象
者
の
収
入
か
ら
必
要
経
費
を

控
除
し
た
金
額
を
基
に
算
定
す
る
。

◆
令
和
２
年
度
南
知
多
町
国
民

　
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　
　
症
に
よ
る
国
保
税
の
減
免
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
周
知
を
し

た
か
。

　
国
保
税
の
納
税
通
知
書
に
お

　
　
知
ら
せ
の
チ
ラ
シ
を
同
封
す

る
と
と
も
に
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
町
広
報
７
月
号
で
、
周
知
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　
　
症
に
よ
る
国
保
税
の
減
免
で

は
、
主
た
る
生
計
維
持
者
の
前
年

合
計
所
得
金
額
に
よ
り
減
免
割
合

は
異
な
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
件
数

は
何
件
か
。

　
７
月
の
申
請
受
付
分
で
は
、

　
　
減
免
割
合
10
割
が
１
４
０
件
、

８
割
が
46
件
、
６
割
が
59
件
、
４

割
が
25
件
、
２
割
が
13
件
、
合
計

２
８
３
件
で
あ
る
。

◆
令
和
２
年
度
南
知
多
町
介
護

　
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　
　
症
の
影
響
に
よ
る
介
護
保
険

料
の
減
免
は
何
名
の
方
が
対
象
と

な
る
の
か
。

　
令
和
２
年
度
末
ま
で
に
納
期

　
　
限
が
設
定
さ
れ
る
第
一
号
保

険
料
の
減
免
の
申
請
者
数
は
３
３

０
人
を
見
込
ん
で
い
る
。

◆
南
知
多
町
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
手
数
料
条
例
の
根
拠
と
な
る

　
　
南
知
多
町
の
住
民
基
本
台
帳

条
例
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
制
定

す
る
予
定
は
あ
る
か
。

　
本
町
で
は
、
住
民
基
本
台
帳

　
　
条
例
は
な
く
、
必
要
な
い
と

考
え
る
た
め
、
制
定
す
る
予
定
は

な
い
。

◆
令
和
元
年
度
一
般
会
計
歳
入

　
歳
出
決
算
認
定

　
各
区
か
ら
要
望
の
あ
る
樹
木

　
　
伐
採
に
つ
い
て
、
す
べ
て
対

処
で
き
た
か
。

　
樹
木
伐
採
要
望
は
近
年
増
加

　
　
傾
向
に
あ
り
、
す
べ
て
の
対

応
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
限
ら
れ

た
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
緊

急
性
の
あ
る
も
の
か
ら
順
に
処
理

し
た
。

　 総
務
建
設
委
員
会
９
月
16
日

総
務
建
設
委
員
会
９
月
16
日

問 答答問答

問答問答

問答

問答問答
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漁
村
活
性
化
総
合
対
策
事
業

　
　
費
補
助
金
が
増
額
と
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
理
由
は
何
か
。

　
漁
業
組
合
の
庇
改
修
工
事
等

　
　
の
２
事
業
に
つ
い
て
、
緊
急

的
に
事
業
を
行
う
必
要
が
生
じ
た

た
め
で
あ
る
。

　
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
は
、

　
　
順
次
買
い
替
え
て
い
る
の
か
。

　
町
全
体
で
30
台
あ
り
、
消
防   

　
団
と
協
議
し
な
が
ら
、
車
両

の
古
い
も
の
か
ら
順
次
更
新
し
て

い
る
。

　
被
災
地
応
援
事
業
で
派
遣
し

　
　
た
職
員
の
宿
泊
費
と
食
事
代

は
特
別
旅
費
で
支
払
っ
た
の
か
。

　
令
和
元
年
10
月
の
台
風
19
号

　
　
で
栃
木
市
に
被
災
地
応
援
事

業
で
派
遣
し
た
職
員
に
は
、
特
別

旅
費
で
食
事
代
を
含
ん
だ
宿
泊
料

を
支
出
し
た
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
補
助
金

　
　
実
績
の
中
古
住
宅
購
入
費
補

助
に
つ
い
て
、
３
件
70
万
円
の
補

助
額
の
内
訳
は
何
か
。

　
令
和
元
年
７
月
１
日
施
行
の

　
　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
補
助
金

交
付
要
綱
の
一
部
改
正
に
よ
り
中

古
住
宅
購
入
費
補
助
の
補
助
額
を

20
万
円
か
ら
30
万
円
に
増
額
し
、

改
正
前
が
２
件
、
改
正
後
が
１
件

の
合
計
70
万
円
で
あ
る
。

　
ふ
る
さ
と
南
知
多
応
援
寄
附

　
　
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
取
扱

業
務
委
託
料
が
、
前
年
度
よ
り
増

え
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

　
寄
附
総
額
が
増
え
た
こ
と
に

　
　
よ
り
取
扱
業
務
委
託
料
が
増

額
し
た
。

◆
令
和
元
年
度
漁
業
集
落
排
水

　
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定

　
管
路
新
設
工
事
を
７
．７
メ
ー

　
　
ト
ル
実
施
し
て
い
る
が
、
こ

の
工
事
で
接
続
者
は
何
件
増
え
た

の
か
。

　
一
般
家
庭
で
１
件
増
え
た
。

◆
令
和
元
年
度
師
崎
港
駐
車
場

　
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
　
　

　
基
金
積
立
金
は
予
算
に
計
上

　
　
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
積

み
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
な

ぜ
か
。

　
予
算
に
お
い
て
、
駐
車
場
改

　
　
修
工
事
に
多
額
の
費
用
を
要

す
る
た
め
、
基
金
か
ら
の
繰
り
入

れ
を
予
定
し
て
い
た
が
、
改
修
工

事
費
の
減
額
や
平
成
30
年
度
決
算

の
繰
越
金
が
多
か
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
繰
り
入
れ
す
る
こ
と
な
く
積

み
立
て
で
き
た
た
め
で
あ
る
。

◆
令
和
元
年
度
水
道
事
業
特
別

　
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　
給
水
戸
数
は
前
年
度
よ
り
減

　
　
少
し
て
８
千
２
４
６
戸
と
な
っ

て
い
る
が
、
一
般
家
庭
の
割
合
は

全
体
の
何
％
か
。

　
８
千
２
４
６
戸
の
う
ち
、
一

　
　
般
家
庭
は
６
千
８
０
５
戸
で

全
体
の
８
２
．
５
％
と
な
る
。

◆
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
９
号
）

　
観
光
振
興
事
業
補
助
金
の
新

　
　
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と

は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
に

補
助
す
る
の
か
。

　
町
観
光
協
会
が
実
施
す
る
、

　
　
例
え
ば
バ
ー
チ
ャ
ル
旅
行
の

動
画
配
信
に
よ
る
誘
客
促
進
な
ど
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
応
し

た
観
光
ス
タ
イ
ル
や
新
し
い
生
活

様
式
に
即
し
た
ソ
フ
ト
事
業
な
ど

の
取
組
み
に
対
し
て
補
助
す
る
。

予
算
関
係

問 問問問 答答答

問答問答

問答

問問答 答 答
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決
算
関
係

条
例
関
係

予
算
関
係

　
　
資
格
喪
失
に
よ
り
保
険
料
が

　
　
還
付
と
な
っ
た
が
、
出
納
閉

鎖
ま
で
に
還
付
先
が
判
明
せ
ず
、

還
付
未
済
と
な
っ
た
も
の
が
あ
る

た
め
で
あ
る
。

◆
令
和
元
年
度
介
護
保
険
特
別

　
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　
介
護
給
付
費
準
備
基
金
は
、

　
　
次
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

お
い
て
、
全
額
投
入
さ
れ
る
の
か
。

　
介
護
保
険
事
業
運
営
の
安
定

　
　
の
た
め
に
適
正
な
投
入
額
を

計
画
し
、
介
護
保
険
運
営
協
議
会

に
諮
り
決
定
す
る
。

◆
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正

　
予
算
（
第
９
号
）

　
老
人
保
護
施
設
入
所
者
徴
収

　
　
金
の
算
定
根
拠
は
。

　
老
人
保
護
措
置
費
の
費
用
徴

　
　
収
基
準
に
基
づ
き
、
前
年
の

対
象
者
の
収
入
か
ら
必
要
経
費
を

控
除
し
た
金
額
を
基
に
算
定
す
る
。

◆
令
和
２
年
度
南
知
多
町
国
民

　
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　
　
症
に
よ
る
国
保
税
の
減
免
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
周
知
を
し

た
か
。

　
国
保
税
の
納
税
通
知
書
に
お

　
　
知
ら
せ
の
チ
ラ
シ
を
同
封
す

る
と
と
も
に
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
町
広
報
７
月
号
で
、
周
知
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　
　
症
に
よ
る
国
保
税
の
減
免
で

は
、
主
た
る
生
計
維
持
者
の
前
年

合
計
所
得
金
額
に
よ
り
減
免
割
合

は
異
な
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
件
数

は
何
件
か
。

　
７
月
の
申
請
受
付
分
で
は
、

　
　
減
免
割
合
10
割
が
１
４
０
件
、

８
割
が
46
件
、
６
割
が
59
件
、
４

割
が
25
件
、
２
割
が
13
件
、
合
計

２
８
３
件
で
あ
る
。

◆
令
和
２
年
度
南
知
多
町
介
護

　
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　
　
症
の
影
響
に
よ
る
介
護
保
険

料
の
減
免
は
何
名
の
方
が
対
象
と

な
る
の
か
。

　
令
和
２
年
度
末
ま
で
に
納
期

　
　
限
が
設
定
さ
れ
る
第
一
号
保

険
料
の
減
免
の
申
請
者
数
は
３
３

０
人
を
見
込
ん
で
い
る
。

◆
南
知
多
町
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
手
数
料
条
例
の
根
拠
と
な
る

　
　
南
知
多
町
の
住
民
基
本
台
帳

条
例
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
制
定

す
る
予
定
は
あ
る
か
。

　
本
町
で
は
、
住
民
基
本
台
帳

　
　
条
例
は
な
く
、
必
要
な
い
と

考
え
る
た
め
、
制
定
す
る
予
定
は

な
い
。

◆
令
和
元
年
度
一
般
会
計
歳
入

　
歳
出
決
算
認
定

　
各
区
か
ら
要
望
の
あ
る
樹
木

　
　
伐
採
に
つ
い
て
、
す
べ
て
対

処
で
き
た
か
。

　
樹
木
伐
採
要
望
は
近
年
増
加

　
　
傾
向
に
あ
り
、
す
べ
て
の
対

応
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
限
ら
れ

た
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
緊

急
性
の
あ
る
も
の
か
ら
順
に
処
理

し
た
。

　 総
務
建
設
委
員
会
９
月
16
日

総
務
建
設
委
員
会
９
月
16
日

問 答答問答

問答問答

問答

問答問答
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漁
村
活
性
化
総
合
対
策
事
業

　
　
費
補
助
金
が
増
額
と
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
理
由
は
何
か
。

　
漁
業
組
合
の
庇
改
修
工
事
等

　
　
の
２
事
業
に
つ
い
て
、
緊
急

的
に
事
業
を
行
う
必
要
が
生
じ
た

た
め
で
あ
る
。

　
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
は
、

　
　
順
次
買
い
替
え
て
い
る
の
か
。

　
町
全
体
で
30
台
あ
り
、
消
防   

　
団
と
協
議
し
な
が
ら
、
車
両

の
古
い
も
の
か
ら
順
次
更
新
し
て

い
る
。

　
被
災
地
応
援
事
業
で
派
遣
し

　
　
た
職
員
の
宿
泊
費
と
食
事
代

は
特
別
旅
費
で
支
払
っ
た
の
か
。

　
令
和
元
年
10
月
の
台
風
19
号

　
　
で
栃
木
市
に
被
災
地
応
援
事

業
で
派
遣
し
た
職
員
に
は
、
特
別

旅
費
で
食
事
代
を
含
ん
だ
宿
泊
料

を
支
出
し
た
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
補
助
金

　
　
実
績
の
中
古
住
宅
購
入
費
補

助
に
つ
い
て
、
３
件
70
万
円
の
補

助
額
の
内
訳
は
何
か
。

　
令
和
元
年
７
月
１
日
施
行
の

　
　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
補
助
金

交
付
要
綱
の
一
部
改
正
に
よ
り
中

古
住
宅
購
入
費
補
助
の
補
助
額
を

20
万
円
か
ら
30
万
円
に
増
額
し
、

改
正
前
が
２
件
、
改
正
後
が
１
件

の
合
計
70
万
円
で
あ
る
。

　
ふ
る
さ
と
南
知
多
応
援
寄
附

　
　
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
取
扱

業
務
委
託
料
が
、
前
年
度
よ
り
増

え
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

　
寄
附
総
額
が
増
え
た
こ
と
に

　
　
よ
り
取
扱
業
務
委
託
料
が
増

額
し
た
。

◆
令
和
元
年
度
漁
業
集
落
排
水

　
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定

　
管
路
新
設
工
事
を
７
．７
メ
ー

　
　
ト
ル
実
施
し
て
い
る
が
、
こ

の
工
事
で
接
続
者
は
何
件
増
え
た

の
か
。

　
一
般
家
庭
で
１
件
増
え
た
。

◆
令
和
元
年
度
師
崎
港
駐
車
場

　
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
　
　

　
基
金
積
立
金
は
予
算
に
計
上

　
　
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
積

み
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
な

ぜ
か
。

　
予
算
に
お
い
て
、
駐
車
場
改

　
　
修
工
事
に
多
額
の
費
用
を
要

す
る
た
め
、
基
金
か
ら
の
繰
り
入

れ
を
予
定
し
て
い
た
が
、
改
修
工

事
費
の
減
額
や
平
成
30
年
度
決
算

の
繰
越
金
が
多
か
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
繰
り
入
れ
す
る
こ
と
な
く
積

み
立
て
で
き
た
た
め
で
あ
る
。

◆
令
和
元
年
度
水
道
事
業
特
別

　
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　
給
水
戸
数
は
前
年
度
よ
り
減

　
　
少
し
て
８
千
２
４
６
戸
と
な
っ

て
い
る
が
、
一
般
家
庭
の
割
合
は

全
体
の
何
％
か
。

　
８
千
２
４
６
戸
の
う
ち
、
一

　
　
般
家
庭
は
６
千
８
０
５
戸
で

全
体
の
８
２
．
５
％
と
な
る
。

◆
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
９
号
）

　
観
光
振
興
事
業
補
助
金
の
新

　
　
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と

は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
に

補
助
す
る
の
か
。

　
町
観
光
協
会
が
実
施
す
る
、

　
　
例
え
ば
バ
ー
チ
ャ
ル
旅
行
の

動
画
配
信
に
よ
る
誘
客
促
進
な
ど
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
応
し

た
観
光
ス
タ
イ
ル
や
新
し
い
生
活

様
式
に
即
し
た
ソ
フ
ト
事
業
な
ど

の
取
組
み
に
対
し
て
補
助
す
る
。

予
算
関
係

問 問問問 答答答

問答問答

問答

問問答 答 答
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一般質問

石垣菊蔵1
特別定額給付金の課題について
町内でのマスク着用における啓発について

吉原一治4
県道大井豊浜線の拡幅事業状況について
地域の防災拠点施設の整備状況について

内田　保2 感染症対策の体制整備を問う

山本優作5 地域の活性化と関係人口について

服部光男3 河川護岸等の老朽化対策について　

　９月１０日　５人の議員が質問に立ちました。
　新型コロナウイルス感染拡大防止に努めるため、議員一人につき、
質問・答弁を含め３０分以内としました。
　一般質問とは、議員が、町の行政全般にわたり、町長を始めとする執行
機関に対して行う質問を、一般質問といいます。

　本議会においては議会改革の第一歩として議員の納税状況を公表することとしています。
なお本町においては、政務活動費は支給されていません。

ここが聞きたい！

【納税状況の公表について】

※　表示は「○：納税済」、「×：未納」、「－：納税義務なし」です。
※　各議員から提出された、平成３１年度分の納税証明書に基づき、納税状況を掲載しています。

町・県民税

固定資産税

国民健康保険税

○

○

－

○

○

○

○

○

○

－

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

－

○

○

○

○

○

○

○

○

－

○

－

－

○

－

－

山
本
優
作

鈴
木
浩
二

片
山
陽
市

小
嶋
完
作

内
田

　保

石
垣
菊
蔵

服
部
光
男

藤
井
満
久

吉
原
一
治

松
本

　保

榎
戸
陵
友

石
黒
充
明
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町
内
で
の
マ
ス
ク
着
用
に

お
け
る
啓
発
に
つ
い
て

特
別
定
額
給
付
金
の

課
題
に
つ
い
て

一般質問

　
本
町
の
特
別
定
額
給
付

　
　
金
で
支
給
さ
れ
な
か
っ

た
０
．
４
％
の
内
訳
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を

し
た
か
。

　
鈴
木
企
画
部
長

　
支
給
さ
れ
な
か
っ
た
の

は
、
27
人
、
26
世
帯
で
あ
る
。

内
訳
は
郵
便
で
の
宛
先
不
明

で
住
所
地
調
査
で
も
不
明
７

人
、
７
世
帯
、
郵
便
は
届
く

が
、
住
所
地
に
不
在
、
あ
る

い
は
面
接
し
て
も
、
結
果
、

申
請
し
な
い
方
９
人
、
９
世

帯
、
辞
退
４
人
、
３
世
帯
。

本
人
死
亡
の
単
身
世
帯
で
給

付
事
務
が
発
生
し
な
い
方
７

人
、
７
世
帯
で
あ
る
。

　
基
準
日
の
翌
日
以
降
に

　
　
死
亡
さ
れ
た
方
で
、
給

付
金
を
支
給
さ
れ
た
方
、
支

給
さ
れ
な
か
っ
た
方
は
、
そ

れ
ぞ
れ
何
人
い
る
か
。

　
鈴
木
企
画
部
長

　
申
請
期
限
の
８
月
11
日

時
点
に
お
い
て
、
75
人
。
こ

の
う
ち
、
給
付
金
が
支
給
さ

れ
た
方
は
68
人
、
給
付
金
の

申
請
前
に
死
亡
さ
れ
た
単
身

世
帯
の
方
で
給
付
金
を
受
取

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
方

は
７
人
で
あ
る
。

　
単
身
世
帯
の
死
亡
者
で

　
　
給
付
金
が
支
給
さ
れ
な

か
っ
た
方
に
つ
い
て
、
ご
遺

族
等
に
対
し
豊
橋
市
の
よ
う

な
仮
称
「
遺
族
等
特
別
定
額

給
付
金
」
と
し
て
交
付
す
る

考
え
は
な
い
か
。

　
鈴
木
企
画
部
長

　
単
身
世
帯
に
お
い
て
は
、

総
務
省
か
ら
示
さ
れ
た
見
解

に
基
づ
い
た
取
扱
い
と
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
の
と
こ

ろ
、
町
独
自
施
策
と
し
て
支

援
の
予
定
は
な
い
が
、
今
後
、

国
や
近
隣
市
町
の
動
向
な
ど

を
注
視
し
て
適
切
に
対
応
し

て
い
き
た
い
。

　
町
は
マ
ス
ク
着
用
の
周

　
知
、
啓
発
を
ど
の
様
に

実
施
し
て
い
る
か
。

　
大
岩
厚
生
部
長

　
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
掲
載
、
メ
ー
ル
サ
ー
ビ

ス
の
配
信
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
放
送
、
チ
ラ

シ
の
全
世
帯
配
布
や
各
地
区

へ
の
回
覧
、
看
板
や
貼
紙
の

掲
示
等
、
様
々
な
方
法
で
周

知
し
啓
発
に
努
め
て
い
る
。

　
マ
ス
ク
未
着
用
者
に
つ

　
　
い
て
、
町
に
対
し
忠
告

や
ク
レ
ー
ム
の
連
絡
は
あ
る

か
。

　
大
岩
厚
生
部
長

　
電
話
に
よ
り
商
業
施
設

で
未
着
用
者
が
多
数
い
る
と

の
苦
情
と
対
応
の
要
望
が
３

件
、
メ
ー
ル
に
て
観
光
施
設

の
従
業
員
が
マ
ス
ク
未
着
用

と
の
苦
情
１
件
が
あ
っ
た
。

　
マ
ス
ク
着
用
を
効
果
的

　
　
に
呼
び
か
け
る
「
お
も

い
や
り
マ
ス
ク
条
例
」
を
制

定
し
て
は
ど
う
か
。

　
大
岩
厚
生
部
長

　
マ
ス
ク
を
し
て
い
な
い

人
に
対
し
て
非
難
を
浴
び
せ

る
な
ど
、
過
剰
反
応
を
危
惧

し
て
お
り
、
制
定
す
る
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
が
、
基
本

的
な
感
染
対
策
を
継
続
し
、

新
し
い
生
活
様
式
の
定
着
に

向
け
た
取
組
み
を
引
き
続
き

推
進
し
て
い
く
。

Q 単独世帯者の遺族に給付金に変わる支援を

A 動向を注視し、適切に対応していく
石垣菊蔵議員

問答

問

問問

答

答答 問

答

問答
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石垣菊蔵1
特別定額給付金の課題について
町内でのマスク着用における啓発について

吉原一治4
県道大井豊浜線の拡幅事業状況について
地域の防災拠点施設の整備状況について

内田　保2 感染症対策の体制整備を問う
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服部光男3 河川護岸等の老朽化対策について　

　９月１０日　５人の議員が質問に立ちました。
　新型コロナウイルス感染拡大防止に努めるため、議員一人につき、
質問・答弁を含め３０分以内としました。
　一般質問とは、議員が、町の行政全般にわたり、町長を始めとする執行
機関に対して行う質問を、一般質問といいます。

　本議会においては議会改革の第一歩として議員の納税状況を公表することとしています。
なお本町においては、政務活動費は支給されていません。

ここが聞きたい！

【納税状況の公表について】

※　表示は「○：納税済」、「×：未納」、「－：納税義務なし」です。
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○

○

○

○
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○

○

○
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町
内
で
の
マ
ス
ク
着
用
に

お
け
る
啓
発
に
つ
い
て

特
別
定
額
給
付
金
の

課
題
に
つ
い
て

一般質問

　
本
町
の
特
別
定
額
給
付

　
　
金
で
支
給
さ
れ
な
か
っ

た
０
．
４
％
の
内
訳
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を

し
た
か
。

　
鈴
木
企
画
部
長

　
支
給
さ
れ
な
か
っ
た
の

は
、
27
人
、
26
世
帯
で
あ
る
。

内
訳
は
郵
便
で
の
宛
先
不
明

で
住
所
地
調
査
で
も
不
明
７

人
、
７
世
帯
、
郵
便
は
届
く

が
、
住
所
地
に
不
在
、
あ
る

い
は
面
接
し
て
も
、
結
果
、

申
請
し
な
い
方
９
人
、
９
世

帯
、
辞
退
４
人
、
３
世
帯
。

本
人
死
亡
の
単
身
世
帯
で
給

付
事
務
が
発
生
し
な
い
方
７

人
、
７
世
帯
で
あ
る
。

　
基
準
日
の
翌
日
以
降
に

　
　
死
亡
さ
れ
た
方
で
、
給

付
金
を
支
給
さ
れ
た
方
、
支

給
さ
れ
な
か
っ
た
方
は
、
そ

れ
ぞ
れ
何
人
い
る
か
。

　
鈴
木
企
画
部
長

　
申
請
期
限
の
８
月
11
日

時
点
に
お
い
て
、
75
人
。
こ

の
う
ち
、
給
付
金
が
支
給
さ

れ
た
方
は
68
人
、
給
付
金
の

申
請
前
に
死
亡
さ
れ
た
単
身

世
帯
の
方
で
給
付
金
を
受
取

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
方

は
７
人
で
あ
る
。

　
単
身
世
帯
の
死
亡
者
で

　
　
給
付
金
が
支
給
さ
れ
な

か
っ
た
方
に
つ
い
て
、
ご
遺

族
等
に
対
し
豊
橋
市
の
よ
う

な
仮
称
「
遺
族
等
特
別
定
額

給
付
金
」
と
し
て
交
付
す
る

考
え
は
な
い
か
。

　
鈴
木
企
画
部
長

　
単
身
世
帯
に
お
い
て
は
、

総
務
省
か
ら
示
さ
れ
た
見
解

に
基
づ
い
た
取
扱
い
と
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
の
と
こ

ろ
、
町
独
自
施
策
と
し
て
支

援
の
予
定
は
な
い
が
、
今
後
、

国
や
近
隣
市
町
の
動
向
な
ど

を
注
視
し
て
適
切
に
対
応
し

て
い
き
た
い
。

　
町
は
マ
ス
ク
着
用
の
周

　
知
、
啓
発
を
ど
の
様
に

実
施
し
て
い
る
か
。

　
大
岩
厚
生
部
長

　
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
掲
載
、
メ
ー
ル
サ
ー
ビ

ス
の
配
信
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
放
送
、
チ
ラ

シ
の
全
世
帯
配
布
や
各
地
区

へ
の
回
覧
、
看
板
や
貼
紙
の

掲
示
等
、
様
々
な
方
法
で
周

知
し
啓
発
に
努
め
て
い
る
。

　
マ
ス
ク
未
着
用
者
に
つ

　
　
い
て
、
町
に
対
し
忠
告

や
ク
レ
ー
ム
の
連
絡
は
あ
る

か
。

　
大
岩
厚
生
部
長

　
電
話
に
よ
り
商
業
施
設

で
未
着
用
者
が
多
数
い
る
と

の
苦
情
と
対
応
の
要
望
が
３

件
、
メ
ー
ル
に
て
観
光
施
設

の
従
業
員
が
マ
ス
ク
未
着
用

と
の
苦
情
１
件
が
あ
っ
た
。

　
マ
ス
ク
着
用
を
効
果
的

　
　
に
呼
び
か
け
る
「
お
も

い
や
り
マ
ス
ク
条
例
」
を
制

定
し
て
は
ど
う
か
。

　
大
岩
厚
生
部
長

　
マ
ス
ク
を
し
て
い
な
い

人
に
対
し
て
非
難
を
浴
び
せ

る
な
ど
、
過
剰
反
応
を
危
惧

し
て
お
り
、
制
定
す
る
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
が
、
基
本

的
な
感
染
対
策
を
継
続
し
、

新
し
い
生
活
様
式
の
定
着
に

向
け
た
取
組
み
を
引
き
続
き

推
進
し
て
い
く
。

Q 単独世帯者の遺族に給付金に変わる支援を

A 動向を注視し、適切に対応していく
石垣菊蔵議員

問答

問

問問

答

答答 問

答

問答
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感
染
症
対
策
の
体
制

整
備
を
問
う

Q いつでも、どこでも、誰でも、何回でも
　町内で受けられるPCR検査体制を
A 町単独での体制整備は考えていない

一般質問

　
町
内
で
、
い
つ
で
も
、

　
　
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
、

何
回
も
で
き
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
す
る
体
制
整
備
が
で
き
な

い
か
。
ま
た
で
き
な
い
な
ら
、

美
浜
町
・
武
豊
町
等
と
共
同

で
、
半
田
保
健
所
美
浜
駐
在

の
場
所
等
で
、
ド
ラ
イ
ブ
ス

ル
ー
等
で
検
査
が
で
き
る
体

制
整
備
を
考
え
て
い
く
つ
も

り
は
な
い
か
。

　
大
岩
厚
生
部
長

　
行
政
が
実
施
す
る
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
は
、
す
べ
て
都
道
府

県
や
保
健
所
設
置
市
な
ど
の

判
断
に
よ
り
実
施
す
る
も
の

で
あ
る
か
ら
、
町
単
独
で
の

体
制
整
備
は
考
え
て
い
な
い
。

ま
た
、
近
隣
市
町
と
共
同
で

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
体
制
づ
く
り

も
考
え
て
い
な
い
。
８
月
28

日
の
国
の
発
表
で
は
、
今
後
、

抗
原
簡
易
キ
ッ
ト
に
よ
る
検

査
を
１
日
平
均
20
万
件
程
度

ま
で
拡
充
す
る
と
と
も
に
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
抗
原
定
量
検

査
の
機
器
を
整
備
し
検
査
需

要
に
対
応
で
き
る
体
制
が
確

保
さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ
て

お
り
、
今
後
は
医
師
が
必
要

と
判
断
し
た
方
が
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
等
を
確
実
に
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
住
民
へ
の

情
報
発
信
に
努
め
て
い
く
。

　
知
多
郡
医
師
会
に
関
係

　
　
す
る
自
治
体
と
共
に
、

保
護
施
設
の
確
保
、自
宅
療
養

セ
ッ
ト
な
ど
の
感
染
症
対
策
整

備
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
考

え
る
が
そ
の
考
え
は
あ
る
か
。

　
大
岩
厚
生
部
長

　
知
多
郡
医
師
会
管
内
の

市
町
と
一
緒
に
宿
泊
施
設
を

確
保
す
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。
保
健
所
か
ら
、
自
宅

療
養
や
待
機
を
要
請
さ
れ
た

場
合
、
外
出
が
制
限
さ
れ
る

の
で
、
町
で
は
親
族
等
か
ら

支
援
を
受
け
る
こ
と
が
困
難

な
世
帯
に
対
し
て
、
自
宅
療

養
に
必
要
な
食
料
や
日
用
品

の
買
い
物
代
行
や
同
居
家
族

等
へ
の
飛
沫
感
染
防
止
用
ビ

ニ
ー
ル
シ
ー
ト
の
提
供
を
行

う
体
制
を
整
え
て
い
る
。

　
役
場
職
員
、
医
療
、
介

　
　
護
、
福
祉
、
保
育
、
教

育
等
の
関
係
者
に
は
定
期
的

に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
大
岩
厚
生
部
長

　
役
場
職
員
の
定
期
的
な

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
つ
い
て
、
実

施
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。
国
か
ら
重
症
化
リ
ス
ク

の
高
い
人
と
接
す
る
機
会
の

多
い
医
療
関
係
者
、
高
齢
者

施
設
の
従
事
者
に
つ
い
て
検

査
の
拡
充
の
取
組
み
が
進
め

ら
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

る
の
で
、動
向
を
注
視
し
た
い
。

　
島
民
か
ら
の
要
望
も
多

　
　
い
名
鉄
海
上
観
光
船
に

乗
船
時
の
検
温
・
マ
ス
ク
着

用
等
感
染
症
対
策
を
要
望
し

て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

　
鈴
木
企
画
部
長

　
島
民
か
ら
の
声
は
、
両

島
の
観
光
協
会
な
ど
か
ら
、

各
島
で
組
織
さ
れ
た
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
委
員
会
の
会

議
も
受
け
、
名
鉄
海
上
観
光

船
に
要
望
を
行
っ
て
お
り
、

対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
体
温
チ
ェ
ッ
ク
や
船

内
の
抗
菌
コ
ー
ト
の
実
施
も

検
討
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
内
小
・

　
　
豊
中
・
師
中
で
40
人
近

い
密
教
室
に
な
っ
て
い
る
。

少
人
数
授
業
・
少
人
数
学
級

を
実
現
す
る
た
め
の
教
員
の

加
配
措
置
を
と
る
考
え
は
あ

る
の
か
。

　
山
下
教
育
部
長

　
教
員
の
加
配
は
人
材
の

確
保
が
必
要
と
な
る
。
加
配

を
希
望
す
る
学
校
も
あ
っ
た

が
、
加
配
の
た
め
の
非
常
勤

講
師
が
不
足
し
て
い
る
状
況

で
あ
り
、
加
配
措
置
は
実
施

し
て
い
な
い
。
各
小
中
学
校

で
は
、
教
室
内
で
最
大
限
の

間
隔
を
取
る
と
と
も
に
、
授

業
中
の
徹
底
的
な
換
気
な
ど

の
感
染
防
止
に
努
め
て
い
る
。

感
染
症
対
策
を
し
て
も
な
お
、

感
染
リ
ス
ク
が
非
常
に
大
き

い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、

人
材
が
確
保
で
き
、
国
や
県

に
よ
る
補
助
が
得
ら
れ
る
場

合
に
は
加
配
措
置
を
行
う
予

定
で
あ
る
。

内田　保議員

問答

問答

問答問答

問答
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河
川
護
岸
等
の
老
朽

化
対
策
に
つ
い
て

崩壊箇所の応急措置状況

内海川の崩壊箇所

一般質問

　
内
海
川
の
崩
壊
箇
所
に    

　
　
お
け
る
今
後
の
復
旧
工

事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
鈴
木
建
設
経
済
部
長

　
８
月
上
旬
に
、
管
理
者

で
あ
る
県
に
よ
り
大
型
土
の

う
に
よ
る
応
急
措
置
を
実
施

し
た
。

今
後
は
、
測
量
、
設
計
を

経
て
、
10
月
の
国
の
災
害
査

定
後
、
予
算
の
確
保
が
で
き

次
第
工
事
の
着
手
と
な
る
。

　
中
流
域
の
本
格
改
修
も

　
　
見
据
え
た
新
規
事
業
と

し
て
県
に
対
し
て
町
と
し
て

ど
の
よ
う
に
要
望
し
て
い
く

の
か
。

　
鈴
木
建
設
経
済
部
長

　
事
業
実
施
中
の
内
海
川

改
修
計
画
は
、
河
川
の
拡
幅

を
必
要
と
す
る
区
間
が
多
く
、

橋
の
架
け
替
え
な
ど
と
合
わ

せ
て
、
護
岸
の
改
修
工
事
を

実
施
す
る
も
の
で
、
長
期
に

わ
た
る
事
業
期
間
が
想
定
さ

れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
在

実
施
し
て
い
る
中
橋
周
辺
の

改
修
工
事
を
最
優
先
と
し
、

そ
の
他
の
老
朽
化
し
た
危
険

箇
所
は
、
部
分
補
修
な
ど
に

よ
り
迅
速
な
対
応
を
要
望
し

て
い
く
。

　
内
海
川
中
流
部
に
あ
る
、

　
　
中
橋
架
け
替
え
及
び
周

辺
の
拡
幅
工
事
に
伴
う
用
地

交
渉
等
の
進
捗
状
況
は
ど
う

か
。

　
鈴
木
建
設
経
済
部
長

　
令
和
元
年
６
月
議
会
で

の
質
問
以
降
、
用
地
交
渉
中

で
あ
っ
た
１
件
が
本
年
３
月

に
完
了
し
、
新
た
に
１
件
交

渉
中
で
あ
る
。
残
る
地
権
者

等
に
対
し
て
も
測
量
結
果
を

説
明
の
う
え
用
地
交
渉
を
行
い
、

河
川
の
改
修
工
事
を
行
っ
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

　
各
区
が
地
域
の
土
木
申

　
　
請
を
確
認
す
る
際
に
合

わ
せ
て
河
川
、
橋
梁
、
道
路

等
の
異
常
を
報
告
し
て
も
ら

え
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て

は
ど
う
か
。

　
鈴
木
建
設
経
済
部
長

　
現
在
は
、
各
区
と
連
携

し
て
、
年
１
回
の
現
地
調
査

を
始
め
、
住
民
か
ら
の
通
報
、

災
害
協
定
に
基
づ
く
郵
便
局

か
ら
の
通
報
体
制
な
ど
に
よ

り
、
適
正
管
理
に
努
め
て
い

る
。
し
か
し
、
近
年
、
老
朽

化
し
た
河
川
護
岸
の
崩
壊
な

ど
、
突
発
的
な
異
常
が
多
く

発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

事
前
に
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
異

常
を
把
握
す
る
た
め
、
現
在

の
電
話
や
メ
ー
ル
に
よ
る
通

報
、
協
力
体
制
に
加
え
て
、

近
年
普
及
の
進
ん
で
い
る
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
、

よ
り
手
軽
に
異
常
箇
所
の
写

真
や
位
置
情
報
な
ど
を
提
供

し
て
頂
け
る
シ
ス
テ
ム
の
導

入
を
検
討
す
る
。

Q 老朽化するインフラ管理のシステム構築は

A スマホを活用した通報システムを検討したい
服部　光男議員

問答

問

問 答答

問答
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感
染
症
対
策
の
体
制

整
備
を
問
う

Q いつでも、どこでも、誰でも、何回でも
　町内で受けられるPCR検査体制を
A 町単独での体制整備は考えていない

一般質問

　
町
内
で
、
い
つ
で
も
、

　
　
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
、

何
回
も
で
き
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
す
る
体
制
整
備
が
で
き
な

い
か
。
ま
た
で
き
な
い
な
ら
、

美
浜
町
・
武
豊
町
等
と
共
同

で
、
半
田
保
健
所
美
浜
駐
在

の
場
所
等
で
、
ド
ラ
イ
ブ
ス

ル
ー
等
で
検
査
が
で
き
る
体

制
整
備
を
考
え
て
い
く
つ
も

り
は
な
い
か
。

　
大
岩
厚
生
部
長

　
行
政
が
実
施
す
る
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
は
、
す
べ
て
都
道
府

県
や
保
健
所
設
置
市
な
ど
の

判
断
に
よ
り
実
施
す
る
も
の

で
あ
る
か
ら
、
町
単
独
で
の

体
制
整
備
は
考
え
て
い
な
い
。

ま
た
、
近
隣
市
町
と
共
同
で

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
体
制
づ
く
り

も
考
え
て
い
な
い
。
８
月
28

日
の
国
の
発
表
で
は
、
今
後
、

抗
原
簡
易
キ
ッ
ト
に
よ
る
検

査
を
１
日
平
均
20
万
件
程
度

ま
で
拡
充
す
る
と
と
も
に
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
抗
原
定
量
検

査
の
機
器
を
整
備
し
検
査
需

要
に
対
応
で
き
る
体
制
が
確

保
さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ
て

お
り
、
今
後
は
医
師
が
必
要

と
判
断
し
た
方
が
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
等
を
確
実
に
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
住
民
へ
の

情
報
発
信
に
努
め
て
い
く
。

　
知
多
郡
医
師
会
に
関
係

　
　
す
る
自
治
体
と
共
に
、

保
護
施
設
の
確
保
、自
宅
療
養

セ
ッ
ト
な
ど
の
感
染
症
対
策
整

備
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
考

え
る
が
そ
の
考
え
は
あ
る
か
。

　
大
岩
厚
生
部
長

　
知
多
郡
医
師
会
管
内
の

市
町
と
一
緒
に
宿
泊
施
設
を

確
保
す
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。
保
健
所
か
ら
、
自
宅

療
養
や
待
機
を
要
請
さ
れ
た

場
合
、
外
出
が
制
限
さ
れ
る

の
で
、
町
で
は
親
族
等
か
ら

支
援
を
受
け
る
こ
と
が
困
難

な
世
帯
に
対
し
て
、
自
宅
療

養
に
必
要
な
食
料
や
日
用
品

の
買
い
物
代
行
や
同
居
家
族

等
へ
の
飛
沫
感
染
防
止
用
ビ

ニ
ー
ル
シ
ー
ト
の
提
供
を
行

う
体
制
を
整
え
て
い
る
。

　
役
場
職
員
、
医
療
、
介

　
　
護
、
福
祉
、
保
育
、
教

育
等
の
関
係
者
に
は
定
期
的

に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
大
岩
厚
生
部
長

　
役
場
職
員
の
定
期
的
な

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
つ
い
て
、
実

施
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。
国
か
ら
重
症
化
リ
ス
ク

の
高
い
人
と
接
す
る
機
会
の

多
い
医
療
関
係
者
、
高
齢
者

施
設
の
従
事
者
に
つ
い
て
検

査
の
拡
充
の
取
組
み
が
進
め

ら
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

る
の
で
、動
向
を
注
視
し
た
い
。

　
島
民
か
ら
の
要
望
も
多

　
　
い
名
鉄
海
上
観
光
船
に

乗
船
時
の
検
温
・
マ
ス
ク
着

用
等
感
染
症
対
策
を
要
望
し

て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

　
鈴
木
企
画
部
長

　
島
民
か
ら
の
声
は
、
両

島
の
観
光
協
会
な
ど
か
ら
、

各
島
で
組
織
さ
れ
た
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
委
員
会
の
会

議
も
受
け
、
名
鉄
海
上
観
光

船
に
要
望
を
行
っ
て
お
り
、

対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
体
温
チ
ェ
ッ
ク
や
船

内
の
抗
菌
コ
ー
ト
の
実
施
も

検
討
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
内
小
・

　
　
豊
中
・
師
中
で
40
人
近

い
密
教
室
に
な
っ
て
い
る
。

少
人
数
授
業
・
少
人
数
学
級

を
実
現
す
る
た
め
の
教
員
の

加
配
措
置
を
と
る
考
え
は
あ

る
の
か
。

　
山
下
教
育
部
長

　
教
員
の
加
配
は
人
材
の

確
保
が
必
要
と
な
る
。
加
配

を
希
望
す
る
学
校
も
あ
っ
た

が
、
加
配
の
た
め
の
非
常
勤

講
師
が
不
足
し
て
い
る
状
況

で
あ
り
、
加
配
措
置
は
実
施

し
て
い
な
い
。
各
小
中
学
校

で
は
、
教
室
内
で
最
大
限
の

間
隔
を
取
る
と
と
も
に
、
授

業
中
の
徹
底
的
な
換
気
な
ど

の
感
染
防
止
に
努
め
て
い
る
。

感
染
症
対
策
を
し
て
も
な
お
、

感
染
リ
ス
ク
が
非
常
に
大
き

い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、

人
材
が
確
保
で
き
、
国
や
県

に
よ
る
補
助
が
得
ら
れ
る
場

合
に
は
加
配
措
置
を
行
う
予

定
で
あ
る
。

内田　保議員
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河
川
護
岸
等
の
老
朽

化
対
策
に
つ
い
て

崩壊箇所の応急措置状況

内海川の崩壊箇所

一般質問

　
内
海
川
の
崩
壊
箇
所
に    

　
　
お
け
る
今
後
の
復
旧
工

事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
鈴
木
建
設
経
済
部
長

　
８
月
上
旬
に
、
管
理
者

で
あ
る
県
に
よ
り
大
型
土
の

う
に
よ
る
応
急
措
置
を
実
施

し
た
。

今
後
は
、
測
量
、
設
計
を

経
て
、
10
月
の
国
の
災
害
査

定
後
、
予
算
の
確
保
が
で
き

次
第
工
事
の
着
手
と
な
る
。

　
中
流
域
の
本
格
改
修
も

　
　
見
据
え
た
新
規
事
業
と

し
て
県
に
対
し
て
町
と
し
て

ど
の
よ
う
に
要
望
し
て
い
く

の
か
。

　
鈴
木
建
設
経
済
部
長

　
事
業
実
施
中
の
内
海
川

改
修
計
画
は
、
河
川
の
拡
幅

を
必
要
と
す
る
区
間
が
多
く
、

橋
の
架
け
替
え
な
ど
と
合
わ

せ
て
、
護
岸
の
改
修
工
事
を

実
施
す
る
も
の
で
、
長
期
に

わ
た
る
事
業
期
間
が
想
定
さ

れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
在

実
施
し
て
い
る
中
橋
周
辺
の

改
修
工
事
を
最
優
先
と
し
、

そ
の
他
の
老
朽
化
し
た
危
険

箇
所
は
、
部
分
補
修
な
ど
に

よ
り
迅
速
な
対
応
を
要
望
し

て
い
く
。

　
内
海
川
中
流
部
に
あ
る
、

　
　
中
橋
架
け
替
え
及
び
周

辺
の
拡
幅
工
事
に
伴
う
用
地

交
渉
等
の
進
捗
状
況
は
ど
う

か
。

　
鈴
木
建
設
経
済
部
長

　
令
和
元
年
６
月
議
会
で

の
質
問
以
降
、
用
地
交
渉
中

で
あ
っ
た
１
件
が
本
年
３
月

に
完
了
し
、
新
た
に
１
件
交

渉
中
で
あ
る
。
残
る
地
権
者

等
に
対
し
て
も
測
量
結
果
を

説
明
の
う
え
用
地
交
渉
を
行
い
、

河
川
の
改
修
工
事
を
行
っ
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

　
各
区
が
地
域
の
土
木
申

　
　
請
を
確
認
す
る
際
に
合

わ
せ
て
河
川
、
橋
梁
、
道
路

等
の
異
常
を
報
告
し
て
も
ら

え
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て

は
ど
う
か
。

　
鈴
木
建
設
経
済
部
長

　
現
在
は
、
各
区
と
連
携

し
て
、
年
１
回
の
現
地
調
査

を
始
め
、
住
民
か
ら
の
通
報
、

災
害
協
定
に
基
づ
く
郵
便
局

か
ら
の
通
報
体
制
な
ど
に
よ

り
、
適
正
管
理
に
努
め
て
い

る
。
し
か
し
、
近
年
、
老
朽

化
し
た
河
川
護
岸
の
崩
壊
な

ど
、
突
発
的
な
異
常
が
多
く

発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

事
前
に
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
異

常
を
把
握
す
る
た
め
、
現
在

の
電
話
や
メ
ー
ル
に
よ
る
通

報
、
協
力
体
制
に
加
え
て
、

近
年
普
及
の
進
ん
で
い
る
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
、

よ
り
手
軽
に
異
常
箇
所
の
写

真
や
位
置
情
報
な
ど
を
提
供

し
て
頂
け
る
シ
ス
テ
ム
の
導

入
を
検
討
す
る
。

Q 老朽化するインフラ管理のシステム構築は

A スマホを活用した通報システムを検討したい
服部　光男議員

問答
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問 答答
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県
道
大
井
豊
浜
線
の
拡
幅

事
業
状
況
に
つ
い
て

地
域
の
防
災
拠
点
施
設

の
整
備
状
況
に
つ
い
て

高浜谷川の下流部

A 歩道設置の検討を含む調査業務
　が発注された

一般質問

Q 県道大井豊浜線整備の見通しは

　
令
和
２
年
３
月
議
会
に

　
　
お
い
て
、
豊
浜
と
大
井

を
結
ぶ
県
道
大
井
豊
浜
線
の
豊

浜
新
居
地
内
の
道
路
の
様
々
な

不
便
に
対
し
、
拡
幅
及
び
歩

道
設
置
の
必
要
性
を
訴
え
た

が
、
そ
の
後
道
路
管
理
者
で

あ
る
県
に
対
し
て
、ど
の
よ
う

な
要
望
を
行
っ
た
か
。

　
鈴
木
建
設
経
済
部
長

　
　
今
年
７
月
に
県
知
多
建

設
事
務
所
へ
こ
の
道
路
の
拡

幅
事
業
を
含
め
た
要
望
活
動

を
実
施
し
、
直
接
現
地
で
確

認
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の

際
、
保
育
所
へ
の
送
迎
車
両

の
状
況
の
改
善
や
保
育
園
児

の
散
歩
ル
ー
ト
の
安
全
対
策

な
ど
必
要
性
を
説
明
し
た
。

ま
た
、
９
月
２
日
に
は
、
県

の
土
木
部
局
に
知
多
建
設
事

務
所
同
席
の
も
と
要
望
活
動

を
行
っ
た
。

　
町
か
ら
具
体
的
な
提
案

　
　
な
ど
を
行
っ
た
か
。

　
鈴
木
建
設
経
済
部
長

　
　
特
に
道
路
幅
員
が
狭
く
、

保
育
園
児
の
散
歩
ル
ー
ト
と

な
っ
て
い
る
高
浜
谷
川
の
下

流
部
、
約
80
メ
ー
ト
ル
へ
の

蓋
掛
け
に
よ
る
歩
道
設
置
を

提
案
し
、
あ
わ
せ
て
部
分
的

な
車
道
の
拡
幅
に
つ
い
て
も

検
討
を
依
頼
し
た
。

　
整
備
に
向
け
た
進
捗
状

　
　
況
と
今
後
の
見
通
し
は

ど
う
か
。

　
鈴
木
建
設
経
済
部
長

　
　
町
の
要
望
活
動
や
、
地

元
区
民
の
熱
意
を
受
け
、
県

に
お
い
て
、
歩
道
設
置
の
整

備
方
法
の
検
討
を
含
む
調
査

業
務
を
、
す
で
に
発
注
し
た

と
聞
い
て
い
る
。
今
後
は
、

こ
の
調
査
の
結
果
を
受
け
て
、

こ
の
事
業
の
整
備
促
進
に
向

け
、
町
と
し
て
も
最
大
限
の

協
力
を
し
て
い
く
。

　
こ
れ
ま
で
に
整
備
さ
れ

　
　
た
防
災
セ
ン
タ
ー
等
地

域
の
防
災
拠
点
施
設
の
整
備

状
況
は
ど
う
か
。

　
田
中
総
務
部
長

　
　
災
害
発
生
時
に
お
い
て
、

救
援
・
防
災
活
動
等
を
円
滑

に
実
施
す
る
た
め
、
平
成
28

年
に
日
間
賀
島
に
、
平
成
29

年
に
内
海
と
篠
島
合
わ
せ
て

３
か
所
に
、
防
災
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
た
。
こ
の
ほ
か
平

成
28
年
度
に
県
か
ら
取
得
し

た
旧
南
知
多
老
人
福
祉
館

（
ビ
ラ
・
マ
リ
ー
ン
）
を
整

備
し
て
、
平
成
30
年
４
月
に

師
崎
避
難
所
と
し
て
開
設
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
拠
点
施
設

　
　
は
、
ど
の
よ
う
に
利
用

さ
れ
て
い
る
か
。

　
田
中
総
務
部
長

　
　
内
海
、
篠
島
、
日
間
賀

島
の
３
か
所
の
防
災
セ
ン
タ
ー

は
、
自
主
防
災
会
を
中
心
に
、

防
災
に
関
連
す
る
会
議
や
防

災
教
育
・
訓
練
の
場
と
し
て

活
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

ほ
か
、
備
蓄
物
資
や
資
機
材

等
の
保
管
場
所
と
し
て
も
利

用
し
て
い
る
。
師
崎
避
難
所

に
つ
い
て
も
、
避
難
場
所
・

避
難
所
、
備
蓄
物
資
の
保
管

場
所
と
し
て
の
利
用
の
ほ
か
、

自
主
防
災
活
動
の
場
と
し
て

活
用
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　
今
後
の
防
災
拠
点
施
設

　
　
の
整
備
予
定
は
ど
う
か
。

　
田
中
総
務
部
長

　
　
令
和
元
年
度
、
豊
浜
字

椋
田
地
内
の
飲
食
店
施
設

(

旧
潮
蔵)

を
防
災
施
設
と
し

て
購
入
し
た
。
こ
の
施
設
を

今
年
度
、
豊
浜
地
区
防
災
拠

点
施
設
と
し
て
、
建
物
の
改

修
を
進
め
る
と
と
も
に
、
非

常
用
発
電
設
備
や
屋
外
ソ
ー

ラ
ー
式
照
明
灯
な
ど
を
設
置

し
て
、
機
能
強
化
を
図
る
。

令
和
３
年
４
月
に
豊
浜
防
災

セ
ン
タ
ー
と
し
て
施
設
の
供

用
を
開
始
し
た
い
。

吉原　一治議員
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地
域
活
性
化
と
関
係

人
口
に
つ
い
て

一般質問

 

　今
年
度
、篠
島
地
区
を

　
　
対
象
と
し
て
行
う
「
関

係
人
口
創
出
・
拡
大
事
業
」

モ
デ
ル
事
業
の
進
捗
状
況
は

ど
う
か
。

　
鈴
木
企
画
部
長

　
今
年
度
で
は
、
名
古
屋

圏
と
首
都
圏
を
中
心
に
、
篠

島
に
祖
父
母
が
い
る
な
ど
の

「
ゆ
か
り
の
あ
る
若
者
層
」

を
核
と
し
、
地
域
と
の
関
わ

り
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
者

を
集
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

を
図
る
。

現
在
、
篠
島
観
光
協
会
や

漁
協
、
区
の
集
ま
り
な
ど
、

各
種
団
体
へ
事
業
説
明
を
行
っ

て
お
り
、
関
係
人
口
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
篠
島
の
住
民
の

方
か
ら
の
推
薦
に
よ
り
関
係

人
口
と
な
り
う
る
候
補
者
を

募
集
し
て
い
る
。

今
後
は
、
首
都
圏
等
で
説

明
会
を
開
催
し
、
篠
島
で
の

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と

に
よ
り
双
方
向
の
意
見
交
換

会
な
ど
を
実
施
し
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

　
今
後
、
篠
島
地
区
以
外

　
　
で
も
事
業
を
展
開
で
き

る
か
。

　
鈴
木
企
画
部
長

　
モ
デ
ル
事
業
実
施
の
可

能
性
は
あ
る
が
、
モ
デ
ル
事

業
の
採
択
を
目
指
す
の
で
は

な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

特
性
に
合
わ
せ「
関
係
人
口
」

の
創
出
に
着
目
し
た
地
域
活

性
化
の
取
組
み
の
可
能
性
も

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
ご

　
　
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら

関
係
人
口
の
強
化
に
つ
な
げ

て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
う
が
、

今
後
の
方
向
性
と
課
題
な
ど

に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

　
鈴
木
企
画
部
長

　
「
関
係
人
口
」
の
強
化

を
図
る
た
め
に
は
、
ま
ち
づ

く
り
に
取
組
む
事
業
の
中
の

一
つ
の
方
策
と
し
て
、
地
に

足
の
着
い
た
息
の
長
い
関
係

性
の
構
築
を
念
頭
に
「
関
係

人
口
」
に
着
目
し
た
地
域
活

性
化
の
活
動
に
取
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。関

係
人
口
と
な
る
人
と
の

良
い
関
係
を
長
く
保
ち
な
が

ら
、
東
京
一
極
集
中
か
ら
地

方
分
散
に
も
対
応
す
る
た
め
、

空
き
家
な
ど
も
活
用
し
、
田

舎
暮
ら
し
を
楽
し
み
な
が
ら

の
び
の
び
と
子
育
て
が
で
き

る
環
境
や
、
最
近
注
目
を
集

め
て
い
る
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行

う
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の

拠
点
、
あ
る
い
は
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
る
宿
泊
施
設

を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
れ
ら
を
利
用
す
る
人
を
受

け
入
れ
て
い
く
こ
と
で
、
薄

い
関
係
か
ら
始
め
て
、
や
が

て
濃
い
関
係
へ
、
そ
し
て
移

住
・
定
住
に
つ
な
が
っ
て
い

く
よ
う
な
展
開
も
捉
え
て
い

き
た
い
。

Q 他地区でもモデル事業はできるか

A 地域活性化の取組みとして可能である
山本　優作議員

関係人口とは？（総務省ホームページより）
「関係人口」とは、移住した「定住人口」でもなく、観光に来た「交流人口」でもな
い、地域と多様に関わる人々を指す言葉です。
　地方圏は、人口減少・高齢化により、地域づくりの担い手不足という課題に直面し
ていますが、地域によっては若者を中心に、変化を生み出す人材が地域に入り始めて
おり、「関係人口」と呼ばれる地域外の人材が地域づくりの担い手となることが期待
されています。

問答

問答 問答
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県
道
大
井
豊
浜
線
の
拡
幅

事
業
状
況
に
つ
い
て

地
域
の
防
災
拠
点
施
設

の
整
備
状
況
に
つ
い
て

高浜谷川の下流部

A 歩道設置の検討を含む調査業務
　が発注された

一般質問

Q 県道大井豊浜線整備の見通しは

　
令
和
２
年
３
月
議
会
に

　
　
お
い
て
、
豊
浜
と
大
井

を
結
ぶ
県
道
大
井
豊
浜
線
の
豊

浜
新
居
地
内
の
道
路
の
様
々
な

不
便
に
対
し
、
拡
幅
及
び
歩

道
設
置
の
必
要
性
を
訴
え
た

が
、
そ
の
後
道
路
管
理
者
で

あ
る
県
に
対
し
て
、ど
の
よ
う

な
要
望
を
行
っ
た
か
。

　
鈴
木
建
設
経
済
部
長

　
　
今
年
７
月
に
県
知
多
建

設
事
務
所
へ
こ
の
道
路
の
拡

幅
事
業
を
含
め
た
要
望
活
動

を
実
施
し
、
直
接
現
地
で
確

認
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の

際
、
保
育
所
へ
の
送
迎
車
両

の
状
況
の
改
善
や
保
育
園
児

の
散
歩
ル
ー
ト
の
安
全
対
策

な
ど
必
要
性
を
説
明
し
た
。

ま
た
、
９
月
２
日
に
は
、
県

の
土
木
部
局
に
知
多
建
設
事

務
所
同
席
の
も
と
要
望
活
動

を
行
っ
た
。

　
町
か
ら
具
体
的
な
提
案

　
　
な
ど
を
行
っ
た
か
。

　
鈴
木
建
設
経
済
部
長

　
　
特
に
道
路
幅
員
が
狭
く
、

保
育
園
児
の
散
歩
ル
ー
ト
と

な
っ
て
い
る
高
浜
谷
川
の
下

流
部
、
約
80
メ
ー
ト
ル
へ
の

蓋
掛
け
に
よ
る
歩
道
設
置
を

提
案
し
、
あ
わ
せ
て
部
分
的

な
車
道
の
拡
幅
に
つ
い
て
も

検
討
を
依
頼
し
た
。

　
整
備
に
向
け
た
進
捗
状

　
　
況
と
今
後
の
見
通
し
は

ど
う
か
。

　
鈴
木
建
設
経
済
部
長

　
　
町
の
要
望
活
動
や
、
地

元
区
民
の
熱
意
を
受
け
、
県

に
お
い
て
、
歩
道
設
置
の
整

備
方
法
の
検
討
を
含
む
調
査

業
務
を
、
す
で
に
発
注
し
た

と
聞
い
て
い
る
。
今
後
は
、

こ
の
調
査
の
結
果
を
受
け
て
、

こ
の
事
業
の
整
備
促
進
に
向

け
、
町
と
し
て
も
最
大
限
の

協
力
を
し
て
い
く
。

　
こ
れ
ま
で
に
整
備
さ
れ

　
　
た
防
災
セ
ン
タ
ー
等
地

域
の
防
災
拠
点
施
設
の
整
備

状
況
は
ど
う
か
。

　
田
中
総
務
部
長

　
　
災
害
発
生
時
に
お
い
て
、

救
援
・
防
災
活
動
等
を
円
滑

に
実
施
す
る
た
め
、
平
成
28

年
に
日
間
賀
島
に
、
平
成
29

年
に
内
海
と
篠
島
合
わ
せ
て

３
か
所
に
、
防
災
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
た
。
こ
の
ほ
か
平

成
28
年
度
に
県
か
ら
取
得
し

た
旧
南
知
多
老
人
福
祉
館

（
ビ
ラ
・
マ
リ
ー
ン
）
を
整

備
し
て
、
平
成
30
年
４
月
に

師
崎
避
難
所
と
し
て
開
設
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
拠
点
施
設

　
　
は
、
ど
の
よ
う
に
利
用

さ
れ
て
い
る
か
。

　
田
中
総
務
部
長

　
　
内
海
、
篠
島
、
日
間
賀

島
の
３
か
所
の
防
災
セ
ン
タ
ー

は
、
自
主
防
災
会
を
中
心
に
、

防
災
に
関
連
す
る
会
議
や
防

災
教
育
・
訓
練
の
場
と
し
て

活
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

ほ
か
、
備
蓄
物
資
や
資
機
材

等
の
保
管
場
所
と
し
て
も
利

用
し
て
い
る
。
師
崎
避
難
所

に
つ
い
て
も
、
避
難
場
所
・

避
難
所
、
備
蓄
物
資
の
保
管

場
所
と
し
て
の
利
用
の
ほ
か
、

自
主
防
災
活
動
の
場
と
し
て

活
用
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　
今
後
の
防
災
拠
点
施
設

　
　
の
整
備
予
定
は
ど
う
か
。

　
田
中
総
務
部
長

　
　
令
和
元
年
度
、
豊
浜
字

椋
田
地
内
の
飲
食
店
施
設

(

旧
潮
蔵)

を
防
災
施
設
と
し

て
購
入
し
た
。
こ
の
施
設
を

今
年
度
、
豊
浜
地
区
防
災
拠

点
施
設
と
し
て
、
建
物
の
改

修
を
進
め
る
と
と
も
に
、
非

常
用
発
電
設
備
や
屋
外
ソ
ー

ラ
ー
式
照
明
灯
な
ど
を
設
置

し
て
、
機
能
強
化
を
図
る
。

令
和
３
年
４
月
に
豊
浜
防
災

セ
ン
タ
ー
と
し
て
施
設
の
供

用
を
開
始
し
た
い
。

吉原　一治議員

問答

答

問答問答

問答

問答

問
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地
域
活
性
化
と
関
係

人
口
に
つ
い
て

一般質問

 

　今
年
度
、篠
島
地
区
を

　
　
対
象
と
し
て
行
う
「
関

係
人
口
創
出
・
拡
大
事
業
」

モ
デ
ル
事
業
の
進
捗
状
況
は

ど
う
か
。

　
鈴
木
企
画
部
長

　
今
年
度
で
は
、
名
古
屋

圏
と
首
都
圏
を
中
心
に
、
篠

島
に
祖
父
母
が
い
る
な
ど
の

「
ゆ
か
り
の
あ
る
若
者
層
」

を
核
と
し
、
地
域
と
の
関
わ

り
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
者

を
集
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

を
図
る
。

現
在
、
篠
島
観
光
協
会
や

漁
協
、
区
の
集
ま
り
な
ど
、

各
種
団
体
へ
事
業
説
明
を
行
っ

て
お
り
、
関
係
人
口
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
篠
島
の
住
民
の

方
か
ら
の
推
薦
に
よ
り
関
係

人
口
と
な
り
う
る
候
補
者
を

募
集
し
て
い
る
。

今
後
は
、
首
都
圏
等
で
説

明
会
を
開
催
し
、
篠
島
で
の

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と

に
よ
り
双
方
向
の
意
見
交
換

会
な
ど
を
実
施
し
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

　
今
後
、
篠
島
地
区
以
外

　
　
で
も
事
業
を
展
開
で
き

る
か
。

　
鈴
木
企
画
部
長

　
モ
デ
ル
事
業
実
施
の
可

能
性
は
あ
る
が
、
モ
デ
ル
事

業
の
採
択
を
目
指
す
の
で
は

な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

特
性
に
合
わ
せ「
関
係
人
口
」

の
創
出
に
着
目
し
た
地
域
活

性
化
の
取
組
み
の
可
能
性
も

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
ご

　
　
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら

関
係
人
口
の
強
化
に
つ
な
げ

て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
う
が
、

今
後
の
方
向
性
と
課
題
な
ど

に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

　
鈴
木
企
画
部
長

　
「
関
係
人
口
」
の
強
化

を
図
る
た
め
に
は
、
ま
ち
づ

く
り
に
取
組
む
事
業
の
中
の

一
つ
の
方
策
と
し
て
、
地
に

足
の
着
い
た
息
の
長
い
関
係

性
の
構
築
を
念
頭
に
「
関
係

人
口
」
に
着
目
し
た
地
域
活

性
化
の
活
動
に
取
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。関

係
人
口
と
な
る
人
と
の

良
い
関
係
を
長
く
保
ち
な
が

ら
、
東
京
一
極
集
中
か
ら
地

方
分
散
に
も
対
応
す
る
た
め
、

空
き
家
な
ど
も
活
用
し
、
田

舎
暮
ら
し
を
楽
し
み
な
が
ら

の
び
の
び
と
子
育
て
が
で
き

る
環
境
や
、
最
近
注
目
を
集

め
て
い
る
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行

う
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の

拠
点
、
あ
る
い
は
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
る
宿
泊
施
設

を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
れ
ら
を
利
用
す
る
人
を
受

け
入
れ
て
い
く
こ
と
で
、
薄

い
関
係
か
ら
始
め
て
、
や
が

て
濃
い
関
係
へ
、
そ
し
て
移

住
・
定
住
に
つ
な
が
っ
て
い

く
よ
う
な
展
開
も
捉
え
て
い

き
た
い
。

Q 他地区でもモデル事業はできるか

A 地域活性化の取組みとして可能である
山本　優作議員

関係人口とは？（総務省ホームページより）
「関係人口」とは、移住した「定住人口」でもなく、観光に来た「交流人口」でもな
い、地域と多様に関わる人々を指す言葉です。
　地方圏は、人口減少・高齢化により、地域づくりの担い手不足という課題に直面し
ていますが、地域によっては若者を中心に、変化を生み出す人材が地域に入り始めて
おり、「関係人口」と呼ばれる地域外の人材が地域づくりの担い手となることが期待
されています。

問答

問答 問答
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令
和
２
年
11月

１
日
発
行

愛
知
県
南
知
多
町
議
会

令
和
２
年
９
月
定
例
会

発
行
／
愛
知
県
南
知
多
町
議
会
　
　
編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

住
所
／
〒
470-3495　

愛
知
県
知
多
郡
南
知
多
町
大
字
豊
浜
字
貝
ヶ
坪
18

電
話
／
0569-65-0711　

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
／
0569-65-0694

Ｅ
メ
ー
ル
／
gikai@

tow
n.m
inam

ichita.lg.jp

議
会
だ
よ
り

N
o.173

一般質問 その後どうなった？
平
成
30
年
３
月
・
12
月
定
例
会
に
お
い
て
、
避
難
所
の
備
蓄
品
に
つ
い
て

次
の
よ
う
な
質
疑
・
答
弁
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
ト
イ
レ
の
数
な
ど
備
蓄
品
の
計
画
は
、ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
今
後
、
簡
易
ト
イ
レ
袋
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど
の
衛
生
品
の
配
備
を
し
て
い
く
。

　
　
避
難
所
で
の
備
蓄
食
糧
は
、目
標
で
あ
る
４
万
６
千
食
を
完
全
配
備
で
き
る
の
は
い
つ
か
。

　
平
成
32
年
度
（
令
和
２
年
度
）
に
実
現
す
る
よ
う
推
進
を
図
る
。

平
成
31
年
４
月
に
目
標
数
を
変
更
し
、
令
和
２
年
に
達
成
し
て
い
ま
す
。

９月定例会の会議録は、11月上旬ごろ町公式ホームページに掲載する予定です。

12月定例会の日程（予定）

※都合により変更となる場合があります。
※議会の日程は、町ホームページでもご覧いただけます。
■本議会の一般質問は、ケーブルテレビ（ＣＣＮＣ）で放送されます。

ケーブルテレビの放送予定日
12月20日（日）午前10時~　地上デジタル121ch
12月21日（月）午後10時~　地上デジタル121ch

ホームページQRコード

12月８日(火)９時30分～

12月９日(水)９時30分～

12月17日(木)９時30分～

初　日

二日目

最終日

議案上程、質疑、委員会付託　等

一般質問

委員長報告、質疑、討論、採決　等

A QA Q

主な保管場所
　役場本庁、防災センター（内海・篠島・日間賀島）
師崎避難所、旧新運動公園　等

主な備蓄品

品目〈単位〉

保存水（500ml）〈本〉

食　糧
（アルファ米、クラッカー等）〈食〉

粉ミルク（13ｇ×10本）〈箱〉

トイレットペーパー〈ロール〉

生理用品〈枚〉

紙おむつ（乳児用）〈枚〉

介護おむつ〈枚〉

哺乳瓶〈本〉

その他備蓄品

毛　布〈枚〉

簡易トイレ〈基〉

便座付属袋（凝固剤）〈枚〉

間仕切り〈台〉

テント（１人用）〈台〉

簡易ベッド〈台〉

備蓄目標（H31.4）

15,600

47,800

240

2,800

7,500

3,000

3,100

1,200

━

━

━

━

━

━

備蓄数（R2.10）

12,696

47,844

240

3,090

7,560

3,140

3,200

1,200

1,217

95

8,100

500

100

100


